
　R6.1.1～ R6.2.29

令和６年 令和５年 増△減 令和６年 令和５年 増△減

5 5 0 1,680 1,578 102

建 物 火 災 3 4 △ 1 急      病 1,157 1,105 52

車 両 火 災 1 1 0 交通事故 48 41 7

船 舶 火 災 一般負傷 358 329 29

林 野 火 災 そ  の  他 117 103 14

その他の火災 1

令和６年 令和５年 増△減

1 △1

たばこ 2 2 1 △1

灯火 1 1

電気装置 1 1

4 2 2

1 △1

1 1 0

連合町内会別火災発生状況

＊消防瓦版＊

第一地区

火 災 件 数 救 急 件 数

※２月中　合計４件　（建物火災：２件 ）
（参考：火災の発生場所）

・ 平沼一丁目 　・北幸一丁目

火
災
種
別

主
な
内
容

焼損床面積(㎡）

死   者 連合／年別

【1か月間の火災状況 （２月１日～２月29日）】

負傷者

第２地区

第３地区

第４地区

令和６年　西区内の火災・救急概況(西消防署）

区分／年別 区分／年別

主
な
原
因 第五地区

第六地区

みなとみらい地域

※速報値ですので、確定したものではありません。

2023年度全国統一防火標語

「火を消して 不安を消して つなぐ未来」

西消防署 総務・予防課 ０４５－３１３－０１１９

スローガン「火災による死者ゼロ」

警報音や音声で火災の発生を知ら

せて、被害の拡大を防ぎます。

火が小さいうちの消火に役立ちます。

火がつきにくい素材

で、その製品から火

災が燃え広がるのを

防ぎます。

油の過熱防止装置、立ち消え安全装

置などのついた機器（Siセンサー付

ガスこんろ等）を使用しましょう。
西消防署マスコットキャラクター

にっしーパンダ

火災による死者が急増
今年に入り、横浜市内では火災による死

者が急増しています。令和６年３月１日現

在、既に９人が住宅火災により亡くなって

おり、前年同期と比べて６人増えています。

火災による死者の発生経過の多くが逃

げ遅れであり、火災から命を守るためには、

早めの避難が非常に重要です。




